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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第46期

第２四半期
連結累計期間

第47期
第２四半期
連結累計期間

第46期

会計期間
自平成25年11月１日
至平成26年４月30日

自平成26年11月１日
至平成27年４月30日

自平成25年11月１日
至平成26年10月31日

売上高 （千円） 16,778,984 13,805,458 32,256,770

経常利益 （千円） 731,899 82,961 1,127,109

四半期（当期）純利益 （千円） 401,440 26,487 651,518

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 425,136 48,593 718,998

純資産額 （千円） 7,158,578 7,146,359 7,365,107

総資産額 （千円） 22,698,606 24,456,172 22,554,417

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 78.75 5.20 127.80

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 30.5 28.2 31.5

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 805,560 △2,634,940 △174,946

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △95,786 △91,935 △121,546

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △302,002 2,850,631 △114,890

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 4,253,913 3,558,514 3,434,758

 

回次
第46期

第２四半期
連結会計期間

第47期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自平成26年２月１日
至平成26年４月30日

自平成27年２月１日
至平成27年４月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 74.11 19.58

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

 

２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び連結子会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

 

(1) 業績の状況

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、円安・株高傾向の進行等により、企業収益は改善の動きがみ

られるほか、雇用・所得環境の回復により、個人消費が底堅い動きとなっている等、景気は緩やかな回復基調が続

いてまいりました。

　住宅業界におきましては、消費税増税に伴う駆け込み需要の反動減の長期化等により、受注環境は好転のきっか

けがつかめない状況が続きました。しかしながら、雇用・所得環境の改善傾向が続いたことや、住宅取得促進の諸

施策が講じられたこと、また、省エネ住宅ポイント制度の申請受付も始まっており、持家、分譲住宅の着工増加が

期待されるところとなっています。

　このような状況の下、当社グループは住まいづくりに関する総合的なサービスを展開し、人と住まいと環境にお

ける最高のクオリティの実現を目指すとともに、当社グループ４社が有する技術・商材・サービス・顧客基盤等の

リソースを相互に活用し、シナジー効果の最大化に努めてまいりました。

　住宅事業におきましては、コア技術である「外断熱・二重通気工法」を中心とし、太陽光発電システムや乾燥無

垢ひのき等、環境に配慮し付加価値を高めるアイテムを武器に、性能訴求を柱とした販売を促進してまいりまし

た。また、更なる健康・快適性を追求し、全館調湿換気、高性能ハイブリッド窓、乾燥無垢ひのきを標準採用した

新商品「Best-Air（ベステア）」を開発いたしました。分譲面では、太陽光発電システムを標準装備したほか、長

期優良住宅認定を受けた高水準な基本性能に加え、独自のこだわりも取り入れた高付加価値で魅力的な分譲住宅の

提供、販売強化に取り組んでまいりました。

　住宅部資材加工・販売事業におきましては、継続的な新規顧客開拓による販売先の拡大や既存顧客への増量販売

等、販売強化に努めるとともに、集中購買による仕入れコストの削減に取り組み、収益性の向上に努めてまいりま

した。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は13,805百万円（前年同四半期比17.7％減）、営業利益は64百万

円（前年同四半期比90.9％減）、経常利益は82百万円（前年同四半期比88.7％減）、四半期純利益は26百万円（前

年同四半期比93.4％減）となりました。

セグメントの業績は次のとおりであります。

（住宅事業）

　住宅事業につきましては、期首の受注残が前期に比べ少なく、完成工事が低調に推移したこと、分譲住宅の販

売が振るわなかったことにより、売上高は6,831百万円（前年同四半期比26.3％減）、セグメント損失は46百万

円（前年同四半期のセグメント利益は509百万円）となりました。

（住宅部資材加工・販売事業）

　住宅部資材加工・販売事業につきましては、新設住宅着工戸数の低迷の影響を受け、建築資材等を納入する現

場数が減少し、売上高は6,973百万円（前年同四半期比7.1％減）、セグメント利益は129百万円（前年同四半期

比33.0％減）となりました。
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(2) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比

べ123百万円増加し、3,558百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における営業活動による資金の減少は、2,634百万円（前年同四半期は805百万円

の資金の増加）となりました。主な減少要因はたな卸資産の増加額1,781百万円であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における投資活動による資金の減少は、91百万円（前年同四半期は95百万円の資

金の減少）となりました。主な減少要因は有形固定資産の取得による支出17百万円、無形固定資産の取得によ

る支出56百万円及び子会社株式の取得による支出14百万円であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における財務活動による資金の増加は、2,850百万円（前年同四半期は302百万円

の資金の減少）となりました。主な増加要因は短期借入金の純増額1,000百万円、長期借入れによる収入2,000

百万円であります。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間における研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 20,000,000

合計 20,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成27年４月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成27年６月11日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 5,184,000 5,184,000

東京証券取引所

名古屋証券取引所

各市場第二部

単元株式数100株

合計 5,184,000 5,184,000 － －

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成27年２月１日～

平成27年４月30日
－ 5,184,000 － 1,018,590 － 1,192,390
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(6) 【大株主の状況】

  平成27年４月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総
数に対する所
有株式数の割
合（％）

ガステックサービス株式会社 愛知県豊橋市駅前大通一丁目55番地　サーラタワー 880,000 16.97

中部瓦斯株式会社 愛知県豊橋市駅前大通一丁目55番地　サーラタワー 762,000 14.69

サーラ住宅従業員持株会 愛知県豊橋市白河町100番地 334,400 6.45

株式会社中部 愛知県豊橋市神野新田町字トノ割28番地 300,000 5.78

サーラカーズジャパン株式会社 愛知県豊橋市駅前大通一丁目55番地　サーラタワー 100,000 1.92

神野建設株式会社 愛知県豊橋市神野新田町字コノ割９-１ 100,000 1.92

神野信郎 愛知県豊橋市 69,600 1.34

小林一枝 愛知県豊橋市 57,000 1.09

中村捷二 静岡県浜松市中区 55,000 1.06

山﨑　清 愛知県豊橋市　 52,000 1.00

合計 － 2,710,000 52.27

（注）１．上記のほか、自己株式が86,035株あります。

２．発行済株式総数に対する所有株式数の割合は、小数点第２位未満を切り捨てております。

 

(7) 【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成27年４月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 　　86,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　5,096,400 50,964 －

単元未満株式 普通株式　　　1,600 － －

発行済株式総数 5,184,000 － －

総株主の議決権 － 50,964 －

（注）「単元未満株式」の欄の普通株式には、当社所有の自己株式35株が含まれております。
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②【自己株式等】

平成27年４月30日現在
 

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式総数
に対する所有

株式数の割合（％）

サーラ住宅株式会社
愛知県豊橋市

白河町100番地
86,000 － 86,000 1.65

合計 － 86,000 － 86,000 1.65

（注）発行済株式総数に対する所有株式数の割合は、小数点第２位未満を切り捨てております。

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成27年２月１日から平

成27年４月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成26年11月１日から平成27年４月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成26年10月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成27年４月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,434,758 3,558,514

受取手形及び売掛金 2,738,832 2,788,418

未成工事支出金 575,921 561,996

販売用不動産 5,127,799 7,036,811

仕掛販売用不動産 5,085,494 4,952,975

商品及び製品 548,319 567,222

原材料及び貯蔵品 2,778 2,817

繰延税金資産 252,034 268,641

その他 247,733 101,837

貸倒引当金 △63,049 △59,375

流動資産合計 17,950,623 19,779,859

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 773,495 739,581

土地 2,896,590 2,896,590

その他（純額） 85,516 81,900

有形固定資産合計 3,755,602 3,718,071

無形固定資産 50,105 98,567

投資その他の資産   

投資有価証券 382,584 382,503

繰延税金資産 363,808 438,525

その他 231,096 187,993

貸倒引当金 △179,403 △149,348

投資その他の資産合計 798,086 859,673

固定資産合計 4,603,794 4,676,313

資産合計 22,554,417 24,456,172
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成26年10月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成27年４月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 5,979,289 5,579,783

短期借入金 5,500,000 6,500,000

1年内返済予定の長期借入金 66,600 691,924

未払法人税等 254,700 92,248

未成工事受入金 869,281 815,376

賞与引当金 269,251 122,742

完成工事補償引当金 30,788 28,569

資産除去債務 － 2,335

その他 772,189 643,842

流動負債合計 13,742,100 14,476,821

固定負債   

長期借入金 39,050 1,380,426

役員退職慰労引当金 214,343 111,531

退職給付に係る負債 1,142,627 1,294,610

資産除去債務 25,791 23,481

負ののれん 54 －

その他 25,342 22,941

固定負債合計 1,447,210 2,832,991

負債合計 15,189,310 17,309,813

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,018,590 1,018,590

資本剰余金 1,192,390 1,192,390

利益剰余金 4,778,186 4,572,838

自己株式 △26,764 △26,764

株主資本合計 6,962,402 6,757,054

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 155,871 161,129

退職給付に係る調整累計額 △10,913 △10,291

その他の包括利益累計額合計 144,958 150,837

少数株主持分 257,746 238,467

純資産合計 7,365,107 7,146,359

負債純資産合計 22,554,417 24,456,172
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年11月１日
　至　平成26年４月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年11月１日
　至　平成27年４月30日)

売上高 16,778,984 13,805,458

売上原価 13,548,353 11,298,130

売上総利益 3,230,631 2,507,328

販売費及び一般管理費 ※１ 2,520,717 ※１ 2,442,509

営業利益 709,913 64,818

営業外収益   

受取利息 701 550

受取配当金 3,020 3,624

仕入割引 10,365 8,524

受取手数料 7,865 9,257

負ののれん償却額 285 54

貸倒引当金戻入額 1,946 2,464

その他 10,562 8,526

営業外収益合計 34,746 33,002

営業外費用   

支払利息 10,776 11,913

その他 1,983 2,945

営業外費用合計 12,760 14,859

経常利益 731,899 82,961

特別利益   

負ののれん発生益 － 10,021

特別利益合計 － 10,021

特別損失   

固定資産除却損 378 108

特別損失合計 378 108

税金等調整前四半期純利益 731,521 92,874

法人税等 303,245 50,816

少数株主損益調整前四半期純利益 428,276 42,057

少数株主利益 26,835 15,570

四半期純利益 401,440 26,487
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年11月１日
　至　平成26年４月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年11月１日
　至　平成27年４月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 428,276 42,057

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △3,139 5,917

退職給付に係る調整額 － 618

その他の包括利益合計 △3,139 6,536

四半期包括利益 425,136 48,593

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 398,120 32,367

少数株主に係る四半期包括利益 27,016 16,226
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年11月１日
　至　平成26年４月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年11月１日
　至　平成27年４月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 731,521 92,874

減価償却費 61,226 63,092

のれん償却額 △285 △10,075

貸倒引当金の増減額（△は減少） 11,778 △33,728

賞与引当金の増減額（△は減少） △180,440 △146,508

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 12,951 △102,812

退職給付引当金の増減額（△は減少） 23,097 －

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） － △44,670

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） 234 △2,218

受取利息及び受取配当金 △3,721 △4,175

支払利息 10,776 11,913

固定資産除却損 378 108

売上債権の増減額（△は増加） 146,864 △66,601

仕入債務の増減額（△は減少） 426,464 △403,055

たな卸資産の増減額（△は増加） 44,310 △1,781,509

未払消費税等の増減額（△は減少） △35,172 105,759

その他 △93,245 △69,351

小計 1,156,740 △2,390,960

利息及び配当金の受取額 3,721 4,175

利息の支払額 △11,030 △13,349

法人税等の支払額 △344,561 △235,084

その他 691 278

営業活動によるキャッシュ・フロー 805,560 △2,634,940

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △89,781 △17,997

無形固定資産の取得による支出 － △56,123

投資有価証券の取得による支出 △1,182 △1,217

子会社株式の取得による支出 － △14,260

その他 △4,822 △2,336

投資活動によるキャッシュ・フロー △95,786 △91,935

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △100,000 1,000,000

長期借入れによる収入 － 2,000,000

長期借入金の返済による支出 △33,300 △33,300

リース債務の返済による支出 △4,071 △2,947

配当金の支払額 △152,538 △101,896

少数株主への配当金の支払額 △12,092 △10,580

その他 － △644

財務活動によるキャッシュ・フロー △302,002 2,850,631

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 407,770 123,755

現金及び現金同等物の期首残高 3,846,142 3,434,758

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１ 4,253,913 ※１ 3,558,514
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【注記事項】

（会計方針の変更）

　（退職給付に関する会計基準等の適用）

　　「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号　平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号　平成27年３月26日。以

下「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げ

られた定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退

職給付見込額の期間帰属方法については、期間定額基準を継続適用し、割引率の決定方法を、退職給付の見込

支払日までの平均期間に基づく割引率から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した

単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。

　退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第２

四半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金

に加減しております。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が196,653千円増加し、利益剰余金が

129,876千円減少しております。また、当第２四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（追加情報）

　（法人税率の変更等による影響）

　　「所得税法等の一部を改正する法律」（平成27年法律第９号）及び「地方税法等の一部を改正する法律」

（平成27年法律第２号）が平成27年３月31日に公布され、平成27年４月１日以降に開始する連結会計年度から

法人税率等の引下げ等が行われることとなりました。これに伴い、繰延税金資産及び繰延税金負債の計算に使

用する法定実効税率は従来の34.7％から平成27年11月１日に開始する連結会計年度に解消が見込まれる一時差

異については32.4％に、平成28年11月１日に開始する連結会計年度以降に解消が見込まれる一時差異について

は、31.7％となります。

　　なお、この税率変更による影響は軽微であります。
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（四半期連結貸借対照表関係）

　偶発債務

(1) 債務保証

　住宅等購入者の金融機関からの融資に対して、次のとおり債務保証を行っております。

 
前連結会計年度

（平成26年10月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成27年４月30日）

住宅ローン融資 291,348千円 257,675千円

金融機関融資実行までのつなぎ融資 607,200 814,500

担保設定前保証 1,308,197 699,385

合計 2,206,746 1,771,561

 

（四半期連結損益計算書関係）

※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 平成25年11月１日

　　至 平成26年４月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 平成26年11月１日

　　至 平成27年４月30日）

従業員給与手当 1,028,195千円 1,001,527千円

賞与引当金繰入額 95,400 76,812

退職給付費用 88,306 63,307

貸倒引当金繰入額 28,182 6,496

役員退職慰労引当金繰入額 12,951 13,709

完成工事補償引当金繰入額 234 △2,218

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成25年11月１日
至 平成26年４月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成26年11月１日
至 平成27年４月30日）

現金及び預金勘定 4,253,913千円 3,558,514千円

現金及び現金同等物 4,253,913 3,558,514
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成25年11月１日　至　平成26年４月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年１月24日

定時株主総会
普通株式 152,938 30.0 平成25年10月31日 平成26年1月27日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月10日

取締役会
普通株式 76,469 15.0 平成26年４月30日 平成26年７月２日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成26年11月１日　至　平成27年４月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年１月23日

定時株主総会
普通株式 101,959 20.0 平成26年10月31日 平成27年１月26日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月９日

取締役会
普通株式 50,979 10.0 平成27年４月30日 平成27年７月２日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成25年11月１日　至　平成26年４月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 住宅事業
住宅部資材加
工・販売事業

合計
調整額
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２

売上高      

外部顧客への売上高 9,270,930 7,508,053 16,778,984 － 16,778,984

セグメント間の内部売上
高又は振替高

－ 1,513,552 1,513,552 △1,513,552 －

計 9,270,930 9,021,606 18,292,536 △1,513,552 16,778,984

セグメント利益 509,688 193,408 703,097 6,816 709,913

　（注）１．セグメント利益の調整額6,816千円は、セグメント間取引消去によるものであります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成26年11月１日　至　平成27年４月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 住宅事業
住宅部資材加
工・販売事業

合計
調整額
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２

売上高      

外部顧客への売上高 6,831,793 6,973,665 13,805,458 － 13,805,458

セグメント間の内部売上
高又は振替高

－ 1,112,393 1,112,393 △1,112,393 －

計 6,831,793 8,086,058 14,917,852 △1,112,393 13,805,458

セグメント利益又は損失

（△）
△46,741 129,569 82,828 △18,009 64,818

　（注）１．セグメント利益又は損失の調整額△18,009千円は、セグメント間取引消去によるものであります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２. 報告セグメントの変更等に関する事項

　　（退職給付に関する会計基準等の適用）

　　　「会計方針の変更」に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より退職給付債務及び勤務費用の計算

方法を変更したことに伴い、報告セグメントの退職給付債務及び勤務費用の計算方法を同様に変更して

おります。

　　　なお、当第２四半期連結累計期間のセグメント利益に与える影響は軽微であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　重要な事項はありません。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成25年11月１日
至　平成26年４月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成26年11月１日
至　平成27年４月30日）

１株当たり四半期純利益金額 78円75銭 5円20銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 401,440 26,487

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 401,440 26,487

普通株式の期中平均株式数（株） 5,097,965 5,097,965

 (注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

　　剰余金の配当

平成27年６月９日開催の取締役会において、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

①配当金の総額　　　　　　　　　50,979千円

②１株当たり配当額　　　　　　　10円

③基準日　　　　　　　　　　　　平成27年４月30日

④効力発生日　　　　　　　　　　平成27年７月２日
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成27年６月11日

サーラ住宅株式会社

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 田宮　紳司　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 加藤　敦貞　　印

 

 

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているサーラ住宅株式

会社の平成26年11月１日から平成27年10月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成27年２月１日から平

成27年４月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成26年11月１日から平成27年４月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、サーラ住宅株式会社及び連結子会社の平成27年４月30日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

　以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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